
委託事業実施内容報告書 

平成２２年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

【日本語教室の設置運営】        

                       受託団体名     群馬県日本語教育支援政策研究会 

 

１ 事業の趣旨・目的   

 生活者としての外国人の生活上の課題を解決するための日本語コミュニケーション能力育成を

目的とし、本研究会が開発した「タスク積み上げ型」シラバス、指導法、教材を用いた日本語教室

「日本語でできた！」を実施する。この日本語教室で採用する「タスク積み上げ型」の日本語教育

は、主に留学生対象の「文型積み上げ型」とは異なり、文型ではなくタスクを積み上げるものであ

る。易しいタスクを積み上げてより複雑な難しいタスクが行えるようにし、生活者としての外国人が

生活上の課題を解決するための日本語コミュニケーション能力の育成を目標とする。 

 

２ 運営委員会の開催について   

【概要】 

開催日時 開催場所 出席者 議題 会議の概要 

5月 28日 

18:00 

～19:30 

群馬県立女

子大学 

352 研究室 

(群馬県佐波

郡玉村町上

之手 1395-1) 

[運営委員] 

伊藤健人 

ﾔﾝ･ｼﾞｮﾝﾖﾝ 

遠藤藍子 

木暮律子 

太田祥一 

 

[事務補助] 

森沙耶佳 

1）委員紹介 

2）事業概要の説明 

3）開催場所・日時・ 

 担当講師の検討 

4）募集方法の検討 

事業の趣旨、目的、内容、

今後のスケジュールについ

て共有した後、本事業のコ

ンセプトやシラバス、指導

方法を確認し検討した。ま

た、事業実施に向けて日

本語教室の開催場所、開

催日時、担当講師、対象と

する学習者、配布チラシ等

について検討した。 

7 月 2 日 

18:00 

～19:30 

 

群馬県立女

子大学 

352 研究室 

(群馬県佐波

郡玉村町上

之手 1395-1) 

[運営委員] 

伊藤健人 

ﾔﾝ･ｼﾞｮﾝﾖﾝ 

遠藤藍子 

木暮律子 

太田祥一 

 

1）開催場所・配布チ 

 ラシ・申し込み状況 

 の報告 

2）日本語教室初回レ 

 ベルチェック項目の 

 検討 

 

開催場所の一部変更(予約

が取れなかったため)、配

布チラシ、現在までの申し

込み状況の報告を行った。

そして初回に行うインタビ

ューの内容や方法につい

て検討した。 



[事務補助] 

森沙耶佳 

9月 28日 

13:00 

～15:00 

(財)日本国際

教育支援協

会 

第一会議室 

(東京都目黒

区駒場 

4-5-29) 

[運営委員] 

伊藤健人 

ﾔﾝ･ｼﾞｮﾝﾖﾝ 

遠藤藍子 

木暮律子 

1)第Ⅰ期日本語教室

の報告 

2）第Ⅱ期日本語教室 

 に向けた問題・課題 

 の共有 

3）短期集中型日本語

教室の検討 

9 月 22 日に終了した日本

語教室の報告を行い、成

果と今後の課題について

協議した。また、今後実施

予定の短期集中型日本語

教室のスケジュール、内容

等の検討を行った。 

2月 23日 

13:00 

～14:30 

 

 

 

群馬県立女

子大学 

352 研究室 

(群馬県佐波

郡玉村町上

之手 1395-1) 

[運営委員] 

伊藤健人 

ﾔﾝ･ｼﾞｮﾝﾖﾝ 

木暮律子 

 

[事務補助] 

森沙耶佳 

1）短期集中型日本語

教室中止の報告 

2)第Ⅱ期日本語教室

の報告 

3）第Ⅱ期日本語教室

での問題と課題の共

有 

4)本年度のまとめ 

短期集中型日本語教室中

止（スケジュール調整が困

難であったため）の報告を

行った。また、第Ⅱ期日本

語教室の報告を行い、成

果と今後の課題を議論し

た。そして来年度事業に向

け、本年度の成果と課題を

議論した。 

【写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 日本語教室の開催について  

①日本語教室の名称： 「日本語でできた！」 

 

②開催場所： 第Ⅰ期：高崎市労使会館 第 4 会議室 (群馬県高崎市 80-1) 

         第Ⅱ期：群馬県立女子大学 新館第 1 会議室  

              (群馬県佐波郡玉村町上之手 1395-1) 

 

③学習目標： 「生活者としての外国人」が生活上の課題を解決するための日本語コミュニケーシ



ョン能力の育成を目標とする。 

 

④使用した教材・リソース： 自作教材 (第 3 回目の教材を参考教材として)添付する) 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤受講者の募集方法 

 【方法と媒体】 

 ・(財)群馬県観光国際協会ホームページ(国際交流支援サイト)への掲載 

 ・各市町村の外国人登録窓口等への呼びかけ（チラシの配布等） 

 ・本研究会の研修に参加したことのある方々（ボランティアや外国人）への呼びかけ（チラシ 

  を添付した電子メールや FAX） 

 

【応募書類と応募方法】 

 ・以下のチラシの申込書に必要事項を記入し FAX および電子メールで受け付けた。 

 



 

 

 

第Ⅰ期「日本語でできた！」チラシ 



 

第Ⅱ期「日本語でできた！」チラシ 



 

 



⑥受講者の総数   25 人 

   第Ⅰ期：15 名 

   (出身・国籍別内訳：中国 5 人、ペルー3 人、アメリカ 2 人、イギリス 2 人、 

    オーストラリア 1 人、フィリピン1 人、韓国1 人) 

   第Ⅱ期：10 名 

   (出身・国籍別内訳:ブラジル 3 人、中国3 人、ペルー1 人、フィリピン 1 人、 

    アメリカ 1 人、オーストラリア1 名) 

 

⑦開催時間数（回数）  48 時間 (24 時間×2 コース)  （全  24 回 (12 回×2 コース） 

 

⑧日本語教室の具体的内容 

【第Ⅰ期】 

回 開催日時 時間数 参加

人数 

国籍・母語（人） 教授者・補

助者人数 

内容 

１ 7 月 7 日 

18:30～20:30 

2 時間 13 人 中国・中国語(4 人) 

ペルー・スペイン語 

(3 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

韓国・韓国語(1 人) 

アメリカ・英語(2 人) 

イギリス・英語(2 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

 

インタビュー

とレベルチェ

ック 

２ 7 月 14 日 

18:30～20:30 

2 時間 14 人 中国・中国語(4 人) 

ペルー・スペイン語 

(3 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

韓国・韓国語(1 人) 

アメリカ・英語(2 人) 

イギリス・英語(2 人) 

オーストラリア・英語

(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

①友達ができ

た！ 

３ 7 月 21 日 

18:30～20:30 

2 時間 14 人 中国・中国語(5 人) 

ペルー・スペイン語 

(3 人) 

フィリピン・タガログ

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

②楽しい夏休

み が 過 ご せ

た！ 

第ニ期「日本語でできた！」チラシ 



語(1 人) 

韓国・韓国語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

イギリス・英語(2 人) 

オーストラリア・英語

(1 人) 

４ 7 月 28 日 

18:30～20:30 

2 時間 14 人 中国・中国語(5 人) 

ペルー・スペイン語 

(3 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

韓国・韓国語(1 人) 

アメリカ・英語(2 人) 

イギリス・英語(1 人) 

オーストラリア・英語

(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

③どんな財布

か 説 明 で き

た！ 

５ 8 月 4 日 

18:30～20:30 

2 時間 10 人 中国・中国語(4 人) 

ペルー・スペイン語 

(2 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

韓国・韓国語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

イギリス・英語(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

④どっちがい

いか説明でき

た！ 

６ 8 月 11 日 

18:30～20:30 

2 時間 8 人 中国・中国語(4 人) 

ペルー・スペイン語 

(1 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

韓国・韓国語(1 人) 

イギリス・英語(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

⑤わかりやす

く 説 明 で き

た！ 

７ 8 月 18 日 

18:30～20:30 

2 時間 9 人 中国・中国語(3 人) 

ペルー・スペイン語 

(2 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

⑥どんなスト

ーリーか説明

できた！ 



韓国・韓国語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

イギリス・英語(1 人) 

８ 8 月 25 日 

18:30～20:30 

2 時間 9 人 中国・中国語(3 人) 

ペルー・スペイン語 

(3 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

イギリス・英語(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

⑦「困っている

こと」が相談で

きた！ 

９ 9 月 1 日 

18:30～20:30 

2 時間 10 人 中国・中国語(3 人) 

ペルー・スペイン語 

(3 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

韓国・韓国語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

イギリス・英語(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

⑧やめてほし

いと思ってい

ることが言え

た！ 

10 9 月 8 日 

18:30～20:30 

2 時間 9 人 中国・中国語(2 人) 

ペルー・スペイン語 

(3 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

韓国・韓国語(1 人) 

アメリカ・英語(2 人) 

イギリス・英語(1 人) 

オーストラリア・英語

(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

⑨パーティー

の日程調整が

できた！ 

11 9 月 15 日 

18:30～20:30 

2 時間 10 人 中国・中国語(2 人) 

ペルー・スペイン語 

(3 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

韓国・韓国語(1 人) 

イギリス・英語(2 人) 

オーストラリア・英語

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

⑩診察が受け

られた！ 



(1 人) 

12 9 月 22 日 

18:30～20:30 

2 時間 9 人 中国・中国語(3 人) 

ペルー・スペイン語 

(3 人) 

韓国・韓国語(1 人) 

イギリス・英語(1 人) 

オーストラリア・英語

(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

インタビュー

とレベルチェ

ック 

 

パーティー 

 

【第Ⅱ期】 

回 開催日時 時間数 参加

人数 

国籍・母語（人） 教授者・補

助者人数 

内容 

１ 11 月 17 日 

18:30～20:30 

2 時間 8 人 中国・中国語(3 人) 

ペルー・スペイン語 

(1 人) 

ブラジル・ポルトガル

語(2 人) 

韓国・韓国語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

 

インタビュー

とレベルチェ

ック 

２ 11 月 24 日 

18:30～20:30 

2 時間 9 人 中国・中国語(3 人) 

ペルー・スペイン語 

(1 人) 

ブラジル・ポルトガル

語(3 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

オーストラリア・英語

(1 人) 

教授者 1 人 

補助者 1 人 

 

①友達ができ

た！ 

３ 12 月 1 日 

18:30～20:30 

2 時間 10 人 中国・中国語(3 人) 

ペルー・スペイン語 

(1 人) 

ブラジル・ポルトガル

語(3 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

オーストラリア・英語

教授者 2 人 

 

②何があった

か 説 明 で き

た！ 



(1 人) 

４ 12 月 8 日 

18:30～20:30 

2 時間 9 人 中国・中国語(3 人) 

ブラジル・ポルトガル

語(3 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

オーストラリア・英語

(1 人) 

教授者 1 人 

補助者 1 人 

 

③文句が言え

た！ 

５ 12 月 15 日 

18:30～20:30 

2 時間 10 人 中国・中国語(3 人) 

ブラジル・ポルトガル

語(3 人) 

ペルー・スペイン語 

(1 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

オーストラリア・英語

(1 人) 

教授者 1 人 

補助者 1 人 

 

④ 早 退 で き

た！ 

６ 12 月 22 日 

18:30～20:30 

2 時間 8 人 中国・中国語(3 人) 

ブラジル・ポルトガル

語(2 人) 

ペルー・スペイン語 

(1 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

⑤病院で診察

が 受 け ら れ

た！ 

７ 1 月 12 日 

18:30～20:30 

2 時間 8 人 中国・中国語(3 人) 

ブラジル・ポルトガル

語(2 人) 

ペルー・スペイン語(1

人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

教授者 1 人 

補助者 1 人 

 

⑥アドバイス

ができた！ 

８ 1 月 19 日 2 時間 9 人 中国・中国語(3 人) 教授者 1 人 ⑦どんなスト



18:30～20:30 ブラジル・ポルトガル

語(3 人) 

ペルー・スペイン語 

(1 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

補助者 1 人 

 

ーリーか説明

できた！ 

９ 1 月 26 日

18:30～20:30 

2 時間 9 人 中国・中国語(3 人) 

ブラジル・ポルトガル

語(3 人) 

ペルー・スペイン語 

(1 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

教授者 1 人 

補助者 1 人 

 

⑧ 紹 介 で き

た！ 

10 2 月 2 日 

18:30～20:30 

2 時間 7 人 中国・中国語(3 人) 

ブラジル・ポルトガル

語(2 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

⑨うまく断る

こ と が で き

た！ 

11 2 月 9 日 

18:30～20:30 

2 時間 8 人 中国・中国語(3 人) 

ブラジル・ポルトガル

語(3 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

教授者 2 人 

 

⑩誤解を解く

こ と が で き

た！ 

12 2 月 16 日 

18:30～20:30 

2 時間 7 人 中国・中国語(2 人) 

ブラジル・ポルトガル

語(3 人) 

フィリピン・タガログ

語(1 人) 

アメリカ・英語(1 人) 

教授者 2 人 

補助者 1 人 

 

インタビュー

とレベルチェ

ック 

 

パーティー 

 

 

 



⑨ 特徴的な授業風景 

 本コースの特徴的な授業風景として，第Ⅱ期 7 回目「⑥アドバイスができた！」(1 月 12 日)を紹

介する。 

 

≪１．授業の概要≫ 

日時 

（授業時間） 

受講者（計 8 名） 

出身・母語（人数） 

支援者（計 8 名） 

役割（人数） 

教材 

1 月 12 日 

18:30～20:30 

（120 分） 

・中国／中国語 (3 名) 

・ブラジル／ポルトガル語 (2 名) 

・ペルー／スペイン語 (1 名) 

・フィリピン／タガログ語 (1 名) 

・アメリカ／英語 (1 名) 

・日本語教師（1 名） 

・補助者（1 名） 

・ボランティア（6 名） 

自作教材（それぞれ

の回で扱うタスクごと

に，本研究会のメン

バーで新たに作成す

る） 

 

≪２．日本語教師・補助者・ボランティアの役割≫ 

【日本語教師の役割】 

 授業の進行にあたる。必要に応じて，グループワークに加わって受講者の会話の相手を務めた

り，日本語表現（語彙的，文法的，談話的なものなど）の説明を行ったりする。 

【補助者の役割】 

 教室活動における様々な発話の中で，説明が必要だと思われる表現をホワイトボードに書く。ま

た，必要に応じて，教師との導入的会話の相手や，必要に応じて受講者の会話の相手も務める。 

【ボランティアの役割】 

 主にグループワークでの受講者の会話の相手を務める。グループを離れて，クラス全体への問

いかけ等にも答える。また，必要に応じて，グループ内で，受講者のわからない日本語表現の簡

単な説明も行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪３．教室内の配置や，日本語教師，補助者の動線≫ 

 

    受講者：8 名，日本語教師：1 名，補助者：1 名，ボランティア：6 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪４．授業の進め方≫ 

 本コースの授業は，基本的に，「ウォーミングアップ」→「タスク１」→「タスク２」→「振り返り」の順

に進められる。以下に，その具体的な内容を記す。 

 

【ウォーングアップ】 …15 分程度 

 当日行う２つの「タスク」に関わる“困ったこと”を日常的な会話の中で，参加者に投げかける。こ

こでの参加者とは，外国人受講者だけでなく，ボランティア，補助者も含めたすべての参加者を指

す。その問いかけに対して，参加者の誰か（理想的には，受講者であるが，難しければボランティ

ア，それでも出てこなければ補助者の順）が応える。さらに，その発話に他の誰かが加わるという

ボランティア ボランティア 

ボランティア 

ボランティア 

受講者 

受講者 

受講者 

受講者 

日本語教師 

補助者 

ホワイトボード 

ボランティア 

受講者 

受講者 ボランティア 

受講者 

受講者 

グループワーク グループワーク 

グループワーク グループワーク 

巡回 

巡回 

巡回 

巡回 

板書（巡回も行う） 

全体の進行役 



ように，教室全体で様々な話題を共有する。 

 

【タスク１】 …40 分程度 

 以下の①～⑥のような手順で進めていく。 

 ①コミュニケーションの動機となる生活上の“困ったこと”の投げかけ（スキーマの活性化） 

 ②タスクの提示・明確化（「～がしたい！ でも，できない…」というように明示的に示す） 

 ③そのタスクを解決するロールプレー（それぞれの島ごとにボランティアを相手に行う） 

 ④クラス全体での発表（数名にみんなの前でロールプレーを行ってもらう） 

 ⑤タスクの解決（「～ができた！」） 

1 回の授業で扱うタスクは 2 つ程度なので，そのタスクに合わせて，この①～⑤は 2ターンほど行

われる。 

 また，様々な会話の中で，受講者にとって，難解だと思われる表現は，補助者がホワイトボード

に書き出すが，会話が途切れないように一連の発話の後に日本語教師が説明を加える。取り上

げる表現には，あらかじめ用意していたものと会話の中で偶然出てきたものの両方がある。 

 

※間に 10 分程度の休憩 

 

【タスク２】 …40 分程度 

別のタスクで，上記①～⑤を行う。 

 

【振り返り】 …15 分程度 

 その日のタスクを振り返る。必要に応じて，そのタスクを行うのに必要な表現を取り上げ，語彙

的，文法的，談話的な点に関する説明を行う。 

 また，その日の活動全体に関わる質問等を受けたり，その他の日常的な悩みや困ったことにつ

いて話を聞く。 

 

≪５．当日の授業の特徴≫ 

 この日のメインのタスクは，「アドバイスができた！」であるので，受講者である外国人自身が，

ボランティアや他の受講者の悩みを聞き，アドバイスをするということになる。 

 上でも述べたように，本コース「日本語でできた！」においてまず重要なのは，参加者に「○○し

たい」という気持ちを自然と抱かせる状況(雰囲気)作りである。この点を重視するのは，用意され

た会話文を練習して発話させるような方法では自然な会話にはならず，真の運用力を養えないと

考えるからである。従って，「日本語でできた！」では，用意された既存の会話例を読むのではなく，

動機のある実際の会話の中で，参加者が自然とアドバイスしてしまうような仕組みを考え，それら

をウォーミングアップでの全体的な問いかけや，ロールプレーなどで実践した。 

 具体的には，以下の①～⑤のような活動が行われた。 



 

【タスク２：「アドバイスができた！」】 

 ①コミュニケーションの動機となる生活上の“困ったこと”の投げかけ（スキーマの活性化） 

  →日本人ボランティアスタッフが最近悩んでいることを全体に投げかけた。 

 

 ②タスクの提示・明確化（「～がしたい！ でも，できない…」というように明示的に示す） 

  →その話を聞いて，自分ならどうアドバイスするかを考えてもらった。 

    そして，何名かの外国人受講者にどうアドバイスするか聞いた。比較的うまく言える人もい 

    れば，あまりうまく言えない人もいた。 

 

 ③そのタスクを解決するロールプレー（それぞれの島ごとにボランティアを相手に行う） 

  →グループワークで，それぞれの参加者の悩みを聞き，受講者がアドバイスを行う練習を行っ

た。また，グループワーク中に生じた受講者の日本語表現に関する疑問には，ボランティアが簡

単な説明を行った。各グループを巡回している日本語教師は，適宜アドバイスを行った。そして，

それらの中でクラス全体で扱ったほうが良いものをいくつか取り上げ，説明を行った。 

 

 ④クラス全体での発表（数名にみんなの前でロールプレーを行ってもらう） 

  →グループワークの練習を経て数名がクラスで発表した。また，受講者が新たな「悩み」を話す

と，それに対して，受講者とボランティアから多くのアドバイスが自然に出てきた。 

 

 ⑤タスクの解決（「～ができた！」） 

  当日参加したほとんどの受講者が「アドバイスができた！」というタスクが行えるようなった。 

 

 「タスク２」は概ね以上のような流れであった。ここで，本コースの特徴が現れたのは，④の活動

である。ある外国人受講者が「アルバイトをしたいのだけど，全然仕事が見つからない。」という相

談をした。本当に困っている人を目の前に，「電話して，“いつ面接してもらえますか？”って聞いた

方がいいよ」や「“日本語できます”ってちゃんと言わなきゃ駄目だよ」や「いろいろなお店の掲示板

を見たら？」などといった生きたアドバイスが他の外国人参加者や日本人から次々にあがったの

である。この状況では，進行役の日本語教師の誘導は必要なく，日本語教室参加者同士だけで

＜アドバイスをする／受ける＞の会話が繰り広げられていた。 

 これは作られたものではなく，まさに日本語で話す動機のある自然な会話そのものであるといえ

る。このような会話を通して外国人参加者は，上手くできなかった表現やことば，談話の流れをそ

の都度確認し，学習するのである。これが「日本語でできた！」の大きな特徴であり，本教室の目

標である“「生活者としての外国人」が生活上の課題を解決するための日本語コミュニケーション

能力の育成”に適した方法といえよう。 

 



 

⑩ 活用した日系人等（日本語を母語としない）の名簿： 

 該当なし 

 

⑪ 支援者の名簿（⑩以外） 

 【第Ⅰ期支援者】 

氏名 所属 専門分野及び日本語

教育に関する資格 

参加回数 当該教室での

役割 

木暮律子 高崎経済大学 

専任教員 

日本語教育研究者 

 

8 回 オブザーバー 

小澤秀紀 高崎市国際交流協会 

ボランティア 

日本語ボランティア 10 回 会話パートナー 

佐藤瑛奈実 群馬県立女子大学 

大学院生 

日本語教育専攻 6 回 会話パートナー 

塚田翔子 群馬県立女子大学 

学生 

日本語教育専攻 4 回 会話パートナー 

栗原知里 群馬県立女子大学 

学生 

日本語教育専攻 4 回 会話パートナー 

中村ひろ 群馬県立女子大学 

学生 

日本語教育専攻 3 回 会話パートナー 

臼田敦美 群馬県立女子大学 

学生 

日本語教育専攻 1 回 会話パートナー 

太田早紀 群馬県立女子大学 

学生 

日本語教育専攻 1 回 会話パートナー 

 

 【第ニ期支援者】 

氏名 所属 専門分野及び日本語

教育に関する資格 

参加回数 当該教室での

役割 

木暮律子 高崎経済大学 

専任教員 

日本語教育研究者 

 

2 回 オブザーバー 

池田彩香 群馬県立女子大学 

学生 

日本語教育専攻 12 回 会話パートナー 

臼田敦美 群馬県立女子大学 

学生 

日本語教育専攻 12 回 会話パートナー 

太田早紀 群馬県立女子大学 

学生 

日本語教育専攻 12 回 会話パートナー 



栗原知里 群馬県立女子大学 

学生 

日本語教育専攻 12 回 会話パートナー 

中里智香 群馬県立女子大学 

学生 

日本語教育専攻 12 回 会話パートナー 

中村ひろ 群馬県立女子大学 

学生 

日本語教育専攻 12 回 会話パートナー 

桑原宜徳 伊勢崎日本語ボランテ

ィア協会 

日本語ボランティア 1 回 会話パートナー 

桑原典子 伊勢崎日本語ボランテ

ィア協会 

日本語ボランティア 1 回 会話パートナー 

亀井宣子 伊勢崎日本語ボランテ

ィア協会 

日本語ボランティア 1 回 会話パートナー 

 

４ 事業に対する評価について 

① 当初の学習目標の達成状況 

 この事業では，生活者としての外国人が生活上の課題を日本語コミュニケーションで解決するこ

とを目標とした。 

 例えば，「会社を早退する」「診察を受ける」「理由を説明する」「うまく断る」などの生活上の行為

を解決するための日本語コミュニケーション能力を，生活上の「タスク」と考え，そのようなタスクを

積み上げることでより多くの複雑なタスクが解決できることを目指した。 

 この目標を具体化するために，以下のような学習計画に従い授業を行った。 

 

   【Ⅰ期（7 月～9 月）10 回の内容】 

①友達ができた！ 

②楽しい夏休みが過ごせた！ 

③どんな財布か説明できた！ 

④どっちがいいか説明できた！ 

⑤わかりやすく説明できた！ 

⑥どんなストーリーか説明できた！ 

⑦「困っていること」が相談できた！ 

⑧やめてほしいと思っていることが言えた！ 

⑨パーティーの日程調整ができた！ 

⑩診察が受けられた！ 

 

   【Ⅱ期（11 月～2 月）10 回の内容】 

①友達ができた！ 

②何があったか説明できた！ 

③文句が言えた！ 

④早退できた！ 

⑤病院で診察が受けられた！ 

⑥アドバイスができた！ 

⑦どんなストーリーか説明できた！ 

⑧紹介できた！ 

⑨うまく断ることができた！ 

⑩誤解を解くことができた！ 

 



 尐なくとも，参加者はこれらのタスクが日本語コミュニケーションによって達成できるようになった。

従って，当初の学習目標は概ね達成できたと言える。 

 教室活動では，これらの言語教育的な内容に加え，必要に応じて日本での生活に必要な知

識・情報（一般的な生活・習慣に関するもの，個別の地域に関するものなど）の提供や交換を行

いそれらを共有することに努めた。これは，抽象的，ステレオタイプ的な“文化”に関するものでは

なく，「渋滞時の抜け道」「評判の良い病院」「子供と一緒に入りやすいレストラン」などのより身近

な個々の生活に関わる具体的なものである。これらについては，支援者よりも生活者としての外

国人の方が詳しい場合もあり，相互の情報交換を通してコミュニケーションがなされるという“普

通のやりとり”も多く見られるようになった。 

 

 

② 学習者の習得状況 

 このコースで学習者に求めたものは，大きく分けて２つある。一つは，日本語コミュニケーション

に必要な言語的知識と技能であり，もう一つは，「積極性」「協調性」といった心的な側面である。

日本語の運用力には，この 2 つの面が必要であるからだ。この後者の面に関しては，文型練習

やモデル会話練習では身につかないため，動機のある自主的な発話機会を増やす工夫が必要

である。 

 生活者としての外国人の中には，長く日本で暮らしていても日本人と話をする機会がほとんど

ないという人もいる。それは，日本語を使わなくても生活できる環境があるということや，日本語

を使うことに不安を持っていることなどが原因と考えられる。ある程度の日本語能力を持ってい

る人でも，それを使いことによって，コミュニケーションの障害が生じたり，否定的な評価を受けた

りすることを恐れ，なるべく日本語を使わないようにするというストラテジーをとることも多い。 

 従って，このコースでは，学習者の「積極性」「協調性」といった心的な側面を重視し，教室の内

外で日本語コミュニケーションを行うことの不安を取り除くことを重視した活動を行った。 

 その結果，学習者は教室内ではもちろん，教室外での日々の生活においても，日本語を使っ

てコミュニケーションを行うことに積極的になり，また，他の人々（外国人でも日本人でも）がコミュ

ニケーション的な問題で困っている時に助け合おうとするといった協調性も強くなった。 

 

 

③ 日本語教室設置運営の効果，成果 

 地域の日本語教室は，教室の設置・運営にあたる「事業者」，実際の日本語教育支援に携わる

「支援者」，教室に通い支援を受ける「対象者」の 3つの主体によって構成される。「事業者」は，自

治体や国際交流協会の職員を中心とした主体であり，「支援者」は，日本語教師やボランティアを

中心とした主体，「対象者」は生活者としての外国人である。このうち，「対象者」における「効果，

成果」は，上記，①と②に記したので，ここでの「効果，成果」は「事業者」と「支援者」に見られた

ものとする。 



 「事業者」に対しては，「タスク積み上げ」型の手法の有効性をアピールすることができ，この手

法による新たな教室の設置を検討したいという問い合わせが複数あった。また，波及効果として，

日本語教師など日本語教育の専門家とボランティアが協働で教室活動を行うことで高い効果が得

られること，また，通例 1 コース 10 回～12 回で行われている日本語教室のコース全体の目標や

各回の目標を設定することの重要性などが認識できたという意見も頂いた。 

 「支援者」に対しても同様に，「タスク積み上げ」型の手法の有効性をアピールすることができた。

本事業の教室活動に参加したボランティアの方々からは，「学習者の発話量が多い教室活動で，

今後活動するうえで参考になった。」「担当する教室では，同じ母語話者同士で集まって母語で会

話してしまいがちなのだが，この教室は同じ母語話者同士で固まることなく，みんな日本語でコミ

ュニケーションをしていて驚いた。」等の感想をいただいた。さらに，「すでに参加しているボランテ

ィア日本語教室でこの手法を試してみたい」「このような手法を他のボランティアに紹介したい」「こ

の手法の勉強会をボランティア同士で行いたい」といった声も聞かれた。 

 このように，一部の日本語教室に見られる，文型練習中心の従来型の日本語教育に偏った活

動や単に言語的知識を教え込むような活動を改め，生活者としての外国人に必要な生活日本語

の運用能力を高める活動を考えてもらう契機ともなった。 

 

 

④地域の関係者との連携による効果，成果等 

 ここでは，主に日本語教室の設置・運営のハード面に関わる「事業者」に見られた効果，成果を

記す。 

・群馬県生活文化部国際課との連携 

 県内広域に渡り，生活者としての外国人やその支援にあたるボランティアの方々，また，日本語

教育関係者に幅広い広報ができた。また，組織内外にこのような活動の有効性を周知してもらえ

た。 

 さらに，この手法による日本語教育の成果を踏まえ，今後の県の日本語教育支援の事業計画

の参考にしたいという報告を受けた。 

・(財)群馬県観光国際協会との連携 

 県内広域に渡り，生活者としての外国人やその支援にあたるボランティアの方々，また，日本語

教育関係者に幅広い広報ができた。また，組織内外にこのような活動の有効性を周知してもらえ

た。 

・群馬県立女子大学との連携 

 大学のある玉村町をはじめ近郊に住む外国人，及び，その日本語教育支援にあたるボランティ

アの方々に対して効果的な広報ができた。 

 また、支援者（ボランティア）には，教室活動を共に行うことで，本研究会が行っている日本語教

育の手法を体感し，日々の活動にいかしてもらえた。 

 さらに，大学として，このような取り組みを支援していこうという契機にもなった。 



・高崎市国際交流協会との連携 

 高崎市をはじめ近郊に住む外国人，及び，その日本語教育支援にあたるボランティアの方々に

対して効果的な広報ができた。 

 また、支援者（ボランティア）には，教室活動を共に行うことで，本研究会が行っている日本語教

育の手法を体感し，日々の活動にいかしてもらえた。 

・伊勢崎日本語ボランティア協会との連携 

 高崎市をはじめ近郊に住む外国人，及び，その日本語教育支援にあたるボランティアの方々に

対して効果的な広報ができた。 

 また、支援者（ボランティア）には，教室活動を共に行うことで，本研究会が行っている日本語教

育の手法を体感し，日々の活動にいかしてもらえた。 

 

 

⑤改善点，今後の課題について 

【日本語能力の評価に関する課題】 

 理想的には，参加者の日本語能力に関して，以下の 3 つの評価を行って，教育効果やコース

の見直しを図ることが必要である。 

  ①コースが始まる前の日本語能力を測る（診断的評価） 

  ②コース中の日本語能力を測る（形成的評価） 

  ③コース終了後の日本語能力を測る（総括的評価） 

現状では，①に関しては，OPI 的な手法を参考にした 1 人 15 分程度の「インタビュー」を行い判

断している。また，②に関しては，各回の教室活動で行っている「ロールプレー」や「タスク」の達

成度で判断している。③に関しては，①で行った「インタビュー」と同種のものと，さらにそれより

尐し難解ないわゆる“突き上げ”を含めた「インタビュー」を行い判断している。 

 しかし，このような方法は，日本語教師の力量に頼るところが大きく，評価結果が個人内での

多尐の差や他の評価者との大きな差となって現れる可能性がある。そのため，インタビューは録

音し，複数の日本語教師で協議して判断するなどの工夫はしているが，より良い評価が行える

ような「評価ツール」が必要であろうと思われる。 

 

【日本語教室の場所に関する課題】 

 同種の活動を異なる時期（Ⅰ期：7月～9月，Ⅱ期 11月～2月）に異なる場所（Ⅰ期：高崎市，Ⅱ

期：玉村町）で行った。時期と場所を変えたのは，生活者としての外国人により多くの参加機会を

提供するためであった。しかし，Ⅰ期（15 名）に比べ，Ⅱ期（10 名）は参加が尐なかった。その原

因として考えられるのは，Ⅱ期の場所の問題である。Ⅰ期の場所は駐車場が完備されているの

に加えて，高崎駅から徒歩 10 分程度のところにあり，群馬県では利便性の高いところである。こ

れに対し，Ⅱ期の場所は，群馬県立女子大学のある玉村町で，最寄りの駅から約 4km，バスで

15 分程度であるが，そのバスは本数が尐ない（2 時間に 1 本程度）。そのため，教室へは，自家



用車で来なければならず，このような交通手段の問題で，参加したいけれどもできない，という連

絡も複数受けた。 

 この問題は，本研究会だけで解決できるものではないが，課題として挙げておきたい。 

 

 

⑥その他参考資料（受講生に対してアンケート等があれば添付してください。） 

 受講者に対するアンケートは行っていない。 

 


